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◎起　　　立　� 加藤武志�副ＳＡＡ

◎友情の握手� 加藤武志�副ＳＡＡ

◎点　　　鐘� 高田　進�会　長

◎開 会 宣 言� 加藤武志�副ＳＡＡ

ロータリーソング 　「奉仕の理想」

◎会　　　食

会長挨拶 高田　進 会長

急に気温が下がり秋らしくなって

きましたが、体調を落とさぬよう充

分ご注意ください。

さて、今回は、団塊の世代と呼ば

れる、自分の生まれた環境について

少し考えてみました。

私は昭和23年生まれです。団塊の

世代とは堺屋太一が官僚時代につけた呼び方だそうです。

昭和22年から24年までの３年間で806万人が生まれています。

平均約270万人です。今はせいぜい100万人位です。戦争が

終わり、兵隊が復員し、結婚ラッシュになり一気にベビー

ブームになりましたが、昭和25年優生保護法により経済的

理由でも、中絶が認められて以降、出生率は減少していき

ます。

小学生の頃、先生から、お前たちは過去にない位の多く

の同級生がいる。学業、就職、仕事、結婚、葬儀と死ぬま

で、比較と競争に晒されるだろう、というような事を言わ

れた記憶があります。当クラブにも、同年代に上野、西田、

大塚、深沢、各会員がいます。我々は生まれた環境や条件

は、良くなかったかもしれませんが、長い目で見るとイン

フレ、高度成長、大量生産、大量消費、バブルもあり、所

得倍増で今のような、就職難もなく、振り返ると、そう悪

い時代でもなかったような気がします、今は比較すると便

利な時代かもしれませんが、必ずしも昔より、幸せな時代

になったかどうかは、疑問です。

京セラの稲盛会長の言葉に、人は生まれる時代や条件、

親や生まれる選択や男女さえ、本人に選択権はないが、し

かし選べないという意味では平等である。個々の条件の違

いはあるが、生きていく中で、強い目的意識や努力で良い

人生になるよう角度を変えていくことができる。と言って

います。

この世代には、政治家、文化人、経済人、芸能人、スポ

ーツ関係など各分野で多くの著名人がいます。これも団塊

の世代から来る必然の確率の結果、だろうと思います。こ

の世代には、二世で名をなした人より、不遇な環境の中、

自力で現在の位置を掴んだ人のほうが現在よりは多いと思

われます。

　団塊の世代、806万人のうち、現在140万人、約18％が亡

くなっています。この世代は自殺率も、その数も一番多く、

そのうち三分の二以上は男性だそうです。女性は強く、寿

命も長い。という事になります。しかし、今、大量の現役

リタイアを迎え、退職金や年金などの食い逃げ世代ともい

われています。男女の平均寿命は7歳ほど、女性のほうが

長く、夫婦で平均すると、夫より妻が３歳前後若いので、

団塊の世代の女性は夫の死後、約10年前後の寿命があるこ

とになります。誰もが平均寿命まで生きる訳ではありませ

んが、今後の生き方を考えさせられます。

会務報告 石川博機 幹事

　当初、10月18日は夜間移動例会とし

ておりましたが、通常例会に変更にな

りました。

　夜間移動例会（担当：親睦活動委員会）

は来年２月28日（火）を予定しておりま

す。

委員会報告 国際奉仕・ロータリー財団委員会　西田重人 委員長

　ポリオプラスのご寄付に対しまして

30名の方にご協力頂きました。先日財

団の方へ送金させて頂きました。本当

にどうもありがとうございました。

S.Mori

月間テーマ

【経済と地域社会の発展月間】
【米 山 月 間】

2016-2017 年度　国際ロータリーテーマ

【人類に奉仕するロータリー】
2016-2017 年度国際ロータリー会長

ジョンＦ・ジャーム

ガバナーテーマ

【ロータリーの明日の為に、積極的に行動しよう】
国際ロータリー第 2500 地区 ガバナー

駒　形　曙　美



ニコニコ献金 親睦活動委員会　及川武一 委員

毅高田会長　季節の変わり目で寒くな

ってきました。体調にお気を付け下

さい。

毅板倉会員　第27回相互電業杯無事終

了する事が出来ました。

毅大塚会員　今日は職業奉仕委員会担

当例会です。宜しくお願いいたします。

毅西田会員　ポリオプラス、御協力ありがとうございまし

た。

毅加藤（武）会員　某ゴルフコンペで優勝しました。ニコニ

コします。

出席報告 出席・プログラム委員会　宮前 克則 委員長

1537回　10月４日　出席23名。

1538回　10月11日　出席27名。

プログラム 職業奉仕委員会　大塚正昭 委員長

【会員卓話】

テーマ：【ＨＡＣＣＰ】
　今月は、経済と地域社会の発展月間

ということで、卓話をいたします。

　ロータリーの中では、職業奉仕は金

看板といわれています。会員皆様の仕

事が順調に発展することにより、ロー

タリー活動ができるという根底にある

本質だと思います。

　自身の職業の関わりの中でＨＡＣＣＰをお話します。来

年１月24日にＪＡ帯広かわにしの長いも選果場を職場訪問

する事前の予備知識として知っていただければと思います。

　ＨＡＣＣＰとは、食品製造過程において危害を起こす要

因を分析し、それを最も効率よく管理できる部分を連続的

に管理し安全を確保する管理手法

　由来（アメリカでの歴史）とは、1960年代の宇宙開発、ア

ポロ計画の中でＮＡＳＡ、アメリカ合衆国陸軍、ピルスビ

リー・カンパニーが1959年から構想し、1971年に概要を公

開、宇宙食などの食品の安全性を確保する方法であり、現

在多くの食品の安全性確保に応用している。1973年にはア

メリカ食品医薬品局が、低酸性缶詰の法規制を取り入れ、

その後1997年に魚介類、2002年にはジュース類に義務づけ、

また1998年には食肉食鳥肉でのＨＡＣＣＰを義務化した。

また最大手ハンバーガーショップのマクドナルドでは1980

年代に病原性大腸菌腸管出血性大腸菌Ｏ１５７の問題を解

決するために自主的にＨＡＣＣＰに取り組んだ。アメリカ

においては小規模な企業でもＨＡＣＣＰが義務化されてお

り、効率のよい管理が効率を上げ、利益効率も上がってい

るようである。

　日本における制度について、厚生労働省の認証制度であ

る「総合衛生管理製造過程」はＨＡＣＣＰの考え方を取り入

れた制度である。しかしＨＡＣＣＰでは個々のラインのハ

ザード分析によってハザードを決定しますが、総合衛生管

理製造過程ではあらかじめ決められた危害リストのみをハ

ザードとしている。本来ＨＡＣＣＰでは安全性を求めてい

るが、厚労省は総合衛生管理製造過程で扱う項目には品質

まで含めており、ＨＡＣＣＰを行う前段階である「前提条

件プログラム」や「適正製造基準」まで含まれていることか

ら煩雑なシステムとなり、手間と予算からも大企業でも実

践を難しくさせている。また、企業側も総合衛生管理製造

過程は認証であることからＨＡＣＣＰを取るという云い方

をしますが、ＨＡＣＣＰは認証を取ることではなく実践す

ることであり、認証取得にばかり目を向ける事は、時とし

て「消費者の安全を守る」という食の安全の本質を見失う危

険性もある。

　ＨＡＣＣＹの扱いについては実践して頂くということで、

今回長いもの製造過程で畑から入ってきた後の工場におい

て洗浄・選果・箱詰めこういったラインが見れるのですけ

ど、そういった経過の中でそういうものが常時実践されて

るということを見て頂きたいなと思っております。

　今回東日本大震災のときにこのＨＡＣＣＰというのが結

構機能いたしました。特に対米輸出には長いもがＨＡＣＣ

Ｐを取ってるか取ってないかということで、輸出が可能に

なるかならないかそういったことが要点になっております。

　特に東日本大震災の時には福島とかその近辺の農水産物

はなかなか放射能汚染の関係ということで一時海外に輸出

出来なくなるという状況になったのですけど、たまたま私

共のＪＡの長いもについてはＨＡＣＣＰを取っていたとい

うことで、そういった大きな障害も無くスムーズに輸出が

継続的に行われたということであります。いかにそういっ

た物を精力的に当時の我々にしてはこういった制度がどう

いう具合に組合員として利用価値があるんだろうという疑

問もあったのですけど、最終的にはいざ輸出するときには

こういうものは凄く効力を表したということで、今にして

思えば先見も目があったのかなとそのうような思いがして

おります。

　ＨＡＣＣＰと似たような規格で ISO22000があります。

国際標準化機構の食品安全マネジメントシステムのフード

チェーンに関わる組織に対する要求事項ということで、国

際標準規格である安全な食品を生産・流通・販売するため

に、ＨＡＣＣＰシステムの手法を ISO9001（品質マネジメ

ントシステム規格）を基礎としたマネジメントシステムと

して運用するために必要な要求事項を規定しています。現

在はＨＡＣＣＰが優遇されており、ヨーロッパなどの輸出

にも影響されるため、国も認証制度に積極的でＨＡＣＣＰ

支援法という時限立法があります。認証には認定団体の審

査を受けて認定を受けることができます。

　手短ではありますが、ＨＡＣＣＰ認定工場の職場訪問と

いうことで予備知識となればありがたいです。

◎閉会宣言� 加藤�武志�副ＳＡＡ

◎点　　鐘� 高田�　進�会　長

次週プログラム 親睦活動委員会

　10月18日（火）　「会員卓話」　越浦豊副委員長


